








Ｈの場合

Ｈは１月から欲しがっていたチューターが、４月になりついた。年齢

が離れていたため最初はあまりうれしそうではなかったが、年齢が離れ

ているので、話は合わないと判断し、そのかわり日本留学試験の数学を

教えて欲しいと自分で頼んだという。（インタビューで「チューターさ

んは物理の専門家だから、頼んだ」と述べている。）Ｆ同様、自分なり

のチューターの活用法を身につけた。この後、第三者インタビューで、

Ｈが留学試験の勉強を自分で進めている様子をＨ本人から聞いたとい

う教師がいることが分かった。

横田（1991）は、留学生にとって、寮や奨学金等が整えられることは

根本的な満足要因にはならないとし、真に必要なこととして「留学を通

して日本や日本人との間に心にのこる深い出会いが体験されることで

あって、それなくしては留学は本当に満足できるものとはならないであ

ろう。」と述べている。日本語学校に在籍する留学生にとって、大学に

在学する留学生よりも日本人の知り合いができることは難しいと思わ

れる。よって、このチューター制度によって、Ｆ、Ｈは日本語を使い日

本人と話し、時間を共有することができ、それによって日本語の勉強に

対する動機づけになったと考えられる。ＤはＦ、Ｈとは異なり、この

半年間でチューターはつかなかった。しかし、１月、４月のインタビュ

ーでは、アルバイトがあるため、チューター活動はできないができれば

欲しいと、チューターを望んでいた。もしチューターがついていれば、
Ｄの動機づけも、また違った結果になっていただろう。

４．２アルバイト先の日本人

Ｄの場合

Ｄは１月に、『他人からの評価重視』の中で、＜テレビなどで上手に

話す外国人にあこがれている＞＜周りにいる日本人に褒められたい＞

の項目で「とてもそう思う」の「１」をつけた。インタビューで、アル

バイト先で日本人の友達を作りたいが、／(自分のノ日或語下手ですから、

日衣人は（自分のことをノ殿い…、だと`思い姜丈ノ２)と言っていた。Ｄ

にとって、日本人の友達を作ることが、日本語の動機につながっている

のであろう。第三者インタビューで、「積極的でムードメーカーになっ

ている」「コンスタントに明るい」ということコメントを得ている。
Ｆの場合
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Ｆは１月に、『他人からの評価重視』の中でく外国人なまりで話すこ

とで、損をしたくない＞が「５」から「３」に変わった。これにはアル

バイトの影響が考えられる。＜自分の国に帰ったとき、日本人に親切に

してあげたい＞という項目の回答が高いのも、日頃アルバイト先で店長

さんに親切にしてもらっているからではないかと考えられる（丁寧に説

明してもらって申し訳ないとインタビューで述ぺている）。しかし、う

まくいっていたアルバイト先で４月になると変化が起きた。日本語が上

手でないばかりに、店長に怒られたという。

ＤもＦも、アルバイト先で、日本人に関係することで嫌な体験をして

いる。しかしＦはアルバイトで起きた嫌な出来事を否定的に捉えるので

はなく、逆に肯定的に考え「日本語のやる気」につなげていた（自由記

述に／日衣語の迩強ナるやる気がで葵した／と記入)。ここでこのネッ

トワークから離れることはできたはずだが、Ｆはアルバイトも辞めずに

続けた。Ｄは、第三者が認める明るい性格で、「日本人に嫌われている

かもしれない」と思っていても、肯定的に受け入れていると考えられる。

問題が起こる原因は「日本人と外国人」という理由だけではない。同国

人でも仕事をすれば、問題は起きることがあるはずである。加賀美

（1995）が「異文化でのトラブルは文化背景の異なる人間同士が集まれ

ば当然のことで、むしろ自分自身を振り返る好機なのである。」と述ぺ

ているように、「日本人と外国人だからこの問題が起こる。」と、とＦが

否定的にとらえなかったことがよかったのだろう。

４．３クラスメート

Ｄの場合

Ｄの１１月の『友人に対するライバル心』の平均値は「１」である。

その一方、『学習者同士での交流』も「１」をつけている。友達に負け

たくないという気持ちが動機づけになっていたと思われる。しかし、ラ

イバル視している反面、仲間として意識していることも質問紙の結果か

らわかる。

１１月、１月と「クラスメートがいい」と答えていたりは、４月にクラ

ス替えをし、『学習者同士での交流』が下がっている。このことを受け

て、インタビューで「前のクラスと今のクラスとどちらが好きですか？」

と問うと、／窯はね、海密扁です。前のクラスが（好きですﾉ｡／と述ぺて

いる。
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Ｆの場合

Ｆは１１月の自由記述で′色々な鰻所で自分の`意志麦示をするごとが

とても困難で灸」と述べている。Ｄとは対照的に、おとなしい性格が

窺われる。Ｆは１月に『学習者同士での交流』が下がっていた。Ｆが在

籍するクラスは活発な学生が多く、まとまっていた。そして、Ｆは途中

から入ってきた学生だった。第三者インタビューで「授業中に質問して

答えに窮すると、何もいえなくなってしまう。」と教師が述べているよ

うに、多少おとなしい性格であるＦがネットワークを拡大させるには、

かなりの努力が必要だったと考えられる。

しかしＦも４月になると変化した。以前のクラスではあまりなじんで

いなかったようだが、現在のクラスはｒｊﾋﾞﾃﾞ生達もいいし、講義もいい。

前のクラスより楽しい｡ノと述べている。Ｆを取り巻くネットワークの

変化により、気持ちも変わったと考えられる。

Ｈの場合

１１月にＨも、同様く友達に日本語の勉強で負けたくない＞に「１」を

つけている。しかしＤと異なり、その質問紙の空欄部分にノ特に他の国

の人には償けた〈ないノノと付け加えていた。このような記述をした

調査対象者は他にいなかった。またＨは１月のインタビューの際、クラ

スメートとの関係について′亥あ麦あで丈」と答えている。インタビ

ュー時の表情は、うまくいっているとは言えないことを示していた。こ

の点を教師側も、「ペアをクラスで自由に作らせるとあぶれてしまう」、

「一人で離れた席に座ろうとする」などと認めている。

文野（1999）は「ある情意変数（性格や動機など）をもつ学習者にと

って、動機づけに影響を与える外的要因は、学習設備などの物理的な環

境よりも、学習者の情意面に影響を与える要因（例えば、ライバルの存

在）が強力に作用することが大きな影響をあたえる。」と述べている。

Ｆには見られなかったが、ＤやＨにはこのライバルの存在が動機づけに

大きく影響を与えたと言えよう。ただ異なる点があった。Ｄが友人をた

だの「ライバル」として見るのではなく、共に勉強する「仲間」として

見ていたのに対して、Ｈは、クラスメートを「ライバル」として考えて

いるのであって、共に勉強をする仲間としては認職していなかった点で

ある。ライバル心が高い点ではＤと同じであったが、この点はＨとは対
照的であった。

Ｄにとって、初級まではクラスメートが勉強する意思に大きぐ関係し
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ていた・しかし４月になり初中級のレベルになると、クラスが楽しいと

感じていなくても、勉強につなげている（この部分に関しては以下「４．

４同国人の先輩」で詳しく考察)。Ｈも初級ではあるが、初級の後半ク

ラスであった。これらのことから、初級が終わり、中級に差しかかった

頃から、個人での勉強が大きく作用するとも考えられる。

４．２であったように、Ｆは４月にアルバイト先の日本人と問題を抱え

ていたが、Ｆはそれを乗り越えている。その要因として、クラスメート

との関係が良くなったことで、アルバイト先での問題も乗り越えられた

と考えられる。横林（2003）が「負の影響要因にもかかわらず、良い人

間関係というソーシャル・サポートや当人の適切な対処行動によってア

カルチュレーションの過程がゆっくりであるが進んでいたために、「耐

えることのできる力」としてのトレランスが穫得された」と述べている

ように、悪いことがあっても、良いことがあれば、プラスの作用をもた

らすと考えられる。また、１つのネットワークは、ある一定の場所だけ

に作用するのではなく、複雑な人間関係は時には単に厄介なものではな

く、いい意味で複雑に作用すると言えるだろう。

４．４同国人の先輩

Ｄの場合

Ｄは４月にくテレビなどで上手に話す外国人にあこがれている＞に

「１」をつけた。インタビューで、上手に話す外国人を「偉い」と言い、

アルバイト先に来る日系企業に勤める中国人のお客さんの日本語を聞

いて、／(2審をノ〃いた（ルノですが、すごし'上手｡／と褒めている。ア

ルバイトで疲れているが、必ず毎日１時間勉強するし、もし疲れていな

いときはもっと勉強するとインタビューで述べていた。

Ｈの場合

Ｈは４月のインタビューで、寮の同国人の先輩の話を聞いて、「Ｋ大

学に行きたい」という具体的は目標が決まった。「日本人の友達は大学

に行ったらできると思いますよ。」という筆者の投げかけに、／そうと原

う゜クラスは２，３人くらい一頃国の野学生かかる。すべてβ蒸人。楽

しそう｡／と、肯定的に答えていた。また大学生活のことも、詳しく知

っていた。このことには、４月からのＨの住環境が変わったことが大き

く影響している。担当教師が第三者インタビューで「新年度になり久し

ぶりに（Ｈに）会ったら、『学生会館に入って同国の先輩もいて良かっ

た。日留試の準備も自分でしている』と明るい表情だった｡」と述べて
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いた。この同国の先輩がＫ大学の大学生で、色々情報をもらう

Ｋ大学に入りたいと思うようになったという。４．５で述べるが、

本人に対して否定的な感情を１月より持っていた。４月になり、

っていたが多少は薄れた。

うちに、

Ｈは日

まだ残

４月のＤを取り巻くネットワークは、クラスメートのみである。これ

は１１月より広がっていない。また、１１月とは異なり、クラスメートと

はうまくいっていない。しかし、漠然としてはいるが将来のことが少し

決まった。このことは、まだ直接話したことはないが、お店に来るお客

さんの影響と考えられる。お客さんは日中企業に勤めている人で、Ｄ自

身も将来、中国にある日本企業で働きたいと考えている。将来のことが

決まったことが関連して、勉強に対して前向きに取り組むようになった

と考えられる。

ＨもＤ同様に、同国人の先輩から情報をもらうことによって、自分自

身の目標を明確化した。明確化したことで、日本語の勉強にも熱心に取

り組むようになっている。Ｈに関して、やはり４．３であったように、１

つのネットワークがうまく形成されたことが、他の箇所にもいい影響を

与えて、日本人に対する否定的な感情も多少薄らいだと思われる。自分

のまわりの関係がよくなったことで、悪いこともあるが、いいこともあ

ると捉えられるようになったのではないかと考えられる。

４．５日本人との関係

Ｆの場合

Ｆは４月の自由記述に7日式人とのコミュニケーションは亥だ麦だ難

しし1と思い麦式／と書いていたのでインタビューの時、理由をたずね

ると、自分は良い意味で話をしたのに、相手が悪い意味で解釈したこと

が、数回あったと言う。そのことが原因で、コミュニケーションは難し

いと考えていた。

Ｈの場合

Ｈは１１月の質問紙のく日本人の友達を作りたい＞に「とてもそう思

う」の「１」をつけた。自由記述でも′今大切にし衣当にノ心配な＝と

は、日衣人の友人ができ妄せん｡／と述べている。ＤやＦの記述には、

日本の生活、日本語に関する感想はあったが、日本人の友達が作りたい

という記述はなかった。他の２人より、日本人の友達が切に欲しい様子

が窺われた。
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そしてその気持ちは１月になってからも変わっていない。自由記述、

／日衣に宍たあと、勇実と自分の孝之方の遮いが大きいことを発見し

た｡ノと述べていた。この背景には日本人の友達がなかなかできないこ

とがあると思われる。このころから、Ｈの発言には日本批判が表れてき

た。自由記述に′日本人と何じょうに衿たくはまりたくなしＶと記述し

ている。教師側からも「例文に日本人を否定する考えを書く」といった

ことが報告された。インタビューの際、筆者の「（アルバイト先で）日

本人の友達はできた？」という問いかけに、友達を作ることは難しいと

述べている。この日本人に対する否定的な気持ちは、４月になっても自

由記述でｒＢ式人は薄縁だ.と,臣っていたが、行き合ってみると思ったよ

り、絵たし!｡／と述べるなど、多少残っていた。

モイヤー（1987）は「受け入れ国の文化について学びたいと思ってい

るのにもかかわらず、相手から拒否的な態度をとられれば、もともとど

うでもよいと思っていた場合よりも、ストレスの度合いは強いであろ

う。」と述べている。Ｈは11月の時点から、切に日本人の友達を欲しが

っていた。しかし、これが現実にできなかった点で、ストレスは多かっ

たと考えられる。日本人との『親密な関係』は、『日本人の差別的な態

度についての認知』と負の方向で関与していることが窺え、好ましく働

いていることを示唆している（高井1994)。逆に親密な関係になれない

場合、差別的な態度が正の方向で関与していることも考えられる。この

「親密になれない」ことがマイナスに作用した結果、日本人のイメージ

が下がるのであれば、実際に日本人と接触することでこの気持ちは変わ

ると考えられる。Ｈは自由記述やインタビューでは日本人のイメージを

悪く答えていたが、実際筆者が対面して話した印象は、１月の時よりこ

のマイナスイメージは和らいでいるように,思えた。チューターがついた

のは４月である。今後、このチューターとのかかわり、アルバイト先の

日本人とのかかわりで、大きく変わるといえると思われる。

上級の学習者にアルバイト先や管理人とのトラブルが多い原因とし

て、加賀美（1995）は「まず第一に日本語上級者ほど、日本語習得の限

界や問題点を強く認識するのではないかと考えられる。第二に、上級者

ほど、日本社会の問題点をメディアから情報として吸収していると考え

られるので、言葉の背後にある文化差や日本社会の人間関係のルールの

違いを問題として認知しやすいのではないかと考えられる。」と述べて

いる。ＦやＨは、Ｄと異なり中上級クラスに在籍していた。日本語も上
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手なため、日本人とのやり取りが多い分、誤解されることも多かったか

もしれない。

５．結論

５．１結議

本稿は、ネットワークが留学生の動機づけにどのように影響するのか

を明らかにする目的で行った。結果と考察で明らかになったことと、日

本語学校に通う学生にとって最終目標となる進学を関連させて表で表

すと、以下のようになる。

表３１１月から４月までのネットワークの変化と進学希望先の決定

Ｏ→（）→△

●●

▲●とユ→ＺＸ一ハ

＊進学希望先については、１月のインタビュー時より確認。

＊×→つながりがない△→弱いつながりだがいる○→いる

（進学希望先の決定）×一未定▲一具体的ではないが決定
●→具体的に決定

表３の網掛けの部分と、４の結果と考察から、以下のことが言えるだろ
う。

・クラスメートとの関係

・日本人からの刺激、勉強以外のことを話せる教師以外の日本人の存在

・自分に示唆を与えてくれる同国人の先輩

上記のネットワークが動機に関係することが分かった。最初から目標

が定まっていたＦは例外だが、、、Ｈはネットワークが変わったことで、

日本語学校に通う学生にとって最終目標となる進学に関連することが、

より具体的になったことが窺われる。また、ネットワークが作り上げら

れるのには、本人の努力の他に学生を取り巻く、クラスメート、住居な

どの環境という要素も関わることも窺われた。学生の中心的動機（例：

目標言語や目標文化に対する学習者自身の価値観）を変えるのは難しい

が、周辺的動機（例：教材、教授法、教室環境、教師など言語学習環境

に関する動機）は教師の裁熾によるところが大きい（三矢2000)。外的
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の日本人

クラスメート 同国人の

先輩

進学希望先

の決定＊

， Ｘ－クｘ－ＤＸ ×－，×－ｂ× ○→○→△ ×→×→△ ×→▲
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1-1 Ｘ一Ｘ→○ ×→△一△ △→△一△ ×→×→○ ▲一●



要因である友好的な関係を学生が築けるような環境を、教師が整えるこ

とが重要だと言えよう。

高井（1994）が「ソーシャル・サポートの供給源として最も頼られる

グループは、まず同国出身者、次に日本人、そして他国出身者の順であ

る。この順位は、調査の時期に関係なく一貫している。」と述ぺている

ように、この調査でも、日本人との関係だけではなく、寮の先輩、バイ

ト先に来るお客さんなど同国人との関係も動機づけに影響しているこ

とがうかがわれた。留学生自身が、このことに気がついているのだろう

か。何かしら教師が介入することも必要だと思われる。

クラスメートとの関係も少なからず影響していた。中高生を対象に調

査を行った大久保・長沼・青柳（2003）は「青年期は友人関係の重要性

が高まる時期であり、不登校の原因として友人関係上の問題が挙げられ

ることが多いことからも、友人関係が学校への適応の問題と最も関連し

ていると考えられる。」と述ぺている。このことは、日本人学生だけで

はなく、外国人学生にも当てはまるといえるだろう。しかし、どの学習

者にも当てはまることではない。Ｈのようにクラスメートとの関係がう

まくいっていなくても、着実に自分のペースで勉強を進めることができ

る学習者もいる。また、Ｄのように初級の時は重要であったクラスメー

トとの関係も、レベルが上がり、重要視しなくなったケースもある。こ

の点はまだ調査が必要だと言える。

Ｈの日本人に対するイメージとして、まだマイナスイメージが消えた

わけではない。Ｆの今は消えているマイナスイメージも、何かのきっか

けで現れる可能性もある。上級になるに連れて日本人の親和性３)を厳し

く評価する傾向があるという報告もある（岩男・萩原1988)。よって、

上級になるにつれて今まで以上に否定的な感情が多くなる可能性も考

えられる。このことをオリエンテーションなどを用いて事前に留学生に

知らせておくことも、関連した動機低下を防ぐ有効手段なのではと考え

る。

５．２今後に向けて

以上を踏まえ、教師、学校側ができることとして、以下の２点が考え

られる。

１．先輩からの体験談を聞けるような機会を設ける。出身国が同じでも

なかなかクラス以外でネットワークを作るのは難しい。よって、学校側

が手助けをしてあげることも必要である。

5０



２．日本人との交流の機会をより多く設ける。Ｄ、Ｈが述べていたよう

に同国人の先輩とのネットワークを作ること以上に、日本人の友人を作

ることは難しい。よって、クラスゲストl)を呼んだり、チューター制度

を設けたりする必要性が考えられる。この調査を行なった学校はそのよ

うな機会に恵まれている。大学では、日本人学生によるチューター、ク

ラスゲストなどの制度もあるが（松下1999)、日本語学校でこのような

機会を積極的に取り入れているという話はあまり聞かない。よって、他

の学校でもぜひ取り入れることが望ましい。

最後に、教師に対するマイナス要因があまり出てこなかったことに関

して述ぺたい。調査をしている筆者自身が、調査対象者のクラスを担当

しており、心的距離は近いが、近すぎるゆえにでてこなかった可能性が

ある。また本稿は、中国人学習者三名のケーススタディーであるため、

他国の学生の場合や、年齢が高い場合に、これらの結果が当てはまると

は一概に言えない。今後もさらなる研究が必要であろう。

今後の課題として、残り半年間のデータ分析を深めたい。

＜注＞

１）チューターとは、ボランティアで放課後に学習者の支援をしてくれ

る人である。日本語教育の資格は問わない。日本語の支援のほかにも、

行事（クリスマス会や日本語発表会）などにも参加してくださる方もい

る。

２）斜線部は本人の記述、インタビューで述ぺた形である。なお、わか

りにくい点は筆者が括弧内に加筆している。

３）岩男・萩原（1988）がＳＤ法を用いて対日イメージの調査を行なっ

た際に、「つめたい~あたたかい」「つきあいにくい－つきあいやすい」

「親しみにくい－親しみやすい」など対人関係に直結した項目を、親和

性と名付けた。

４）会話の授業の際に、練習相手となる日本語母語話者のこと。
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添付資料：質問項目

隔菜ワラ雇璽１
１．日本語ができると、将来何かの役に立つ。

２．日本の会社で働きたい。

４・日本の専門学校／大学／大学院に入りたい。

５．日本語ができると、将来いい事があると思う。

６．国へ帰ったあと、日本語力が必要だ。

腫両癩面１
７.日本語ができると経済的に裕福になれる。

８.日本語ができると、いいアルバイトができる。

'百~天でﾌﾗ正肩’
'１.学校を卒業したあとも、日本で生活したい。

32．日本で生活するのは楽しい。

日本人との交流・親和性

９．日本人の友達を作りたい。

10．日本人と結婚したい。

12．日本人の恋人が欲しい。

25．日本人が好きだ。

40．日本語で日本人の友達に手紙やメールを書いたり、電話をしたりし

たい。

41．自分の国に帰ったとき、日本人に親切にしてあげたい｡

人に対するライバル心

13．友達に日本語の勉強で負けたくない。

14．友達より日本語が上手になりたい。

雁署7扉爾1
15．親に日本語を勉強するように言われている。

16．特に理由はないが、友達が勉強しているから自分も勉強している。

17．勉強しないと先生に怒られる。

也人からの評価重視

よい成績をとって、先生や親に褒められたい。

自分の年齢で、母語しか使えないのは恥ずかしい。

日本語ができると、知識のある人だと見られる。

テレビなどで上手に話す外国人にあこがれている。

外国人なまりで話すことで、損をしたくない。

周りにいる日本人に褒められたい。
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Fﾖｰ天ﾗﾋﾟ7ﾋﾟﾌﾏﾗ面河
日本の文化や文学が好きだ。

日本の伝統や歴史に興味がある。

日本語の漫画や歌、ゲームが好きだ。

日本語の小説、雑誌、新聞などが読みたい。

日本人の考え方、生活の仕方に興味がある。

日本の文化と、自分の文化の違いに興味がある。

日本のドラマ、アニメ、映画が好きだ。

2３．

２４．

２６．

２７．

２８．

３０．

３４．

言語及び言語学習への興味

日本語は国際社会において、大切な言葉だ。

外国語を勉強することが好きだ。

ただ単に日本語が好きだ。

日本語と自分の母語の違いに興味がある。

日本語の力が伸びると、もっと勉強したくなる。

アルバイトより、日本語の勉強のほうが大切だ。

3．

２１．

２２．

２９．

３１．

３３．

團廊T=i『孑諏i7E;１
35．日本語の先生の授業が好きだから。

36．日本語の先生の授業がおもしろいから。

37．授業を教えてくれる日本語の先生が好きだから。

38．先生の教え方が自分にあっているから、勉強したくなる。

厚蕪i言T壬ﾌﾗｰﾗ忌詞
42．日本語のクラスの仲間と勉強するのが楽しい。

43．日本語を勉強することで、違う国の友達ができるのは楽しい。
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